
ダンロップの「低燃費タイヤ」
が2年連続売上第1位
（注）（株）日本能率協会調査による全国タイヤ量

販店上位2社における2011年、2012年
低燃費タイヤ販売本数メーカー別構成比

No.1

100%石油外
天然資源タイヤ
プロトタイプ

ダンロップの市販用夏タイヤに
おける「低燃費タイヤ*」の割合
*「低燃費タイヤ等の普及促進に関する表示ガイ
ドライン」に適合する低燃費タイヤ

80%
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Tire Business

•    「ダンロップ」「ファルケン」「グッドイヤー」
をメインブランドとするタイヤを製造・販売し
ています。

•     グッドイヤー社とは1999年に世界的アライア
ンス契約を結んでおり、欧州・北米での製造・販
売および日本での販売の合弁会社を設立すると
ともに、タイヤ技術の交流、原材料等の共同購買
を実施しています。

タイヤ事業

営業の概況

「エナセーブ」は、ダンロップ
の環境対応タイヤのブランド
です。燃料消費を削減する「エ
ナジーセーブ」と自然環境保
護を実践していく「 ネイ
チャーセーブ」を組み合わせ
て名付けられました。

（注）一部サイズは「AA」

ENASAVE PREMIUM
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2010 2011

国内新車 +17% -12%

海外新車 +53% +8%

国内市販 +6% +9%

海外市販 +21% +7%

合計 +19% +4%

合計本数（万本） 9,087 9,488

売上高 営業利益および営業利益率 タイヤ販売本数および前期比率

億円 億円
前期比

 +15.0%
前期比

 +23.9%
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ZIEX ZE912

GT-Eco Stage

ENASAVE EC202

2011年12月期の業績

　当期のタイヤ事業の売上高は、前期比

15.0%増の5,910億45百万円、営業利益は同

23.9%増の488億20百万円となりました。

　国内で低燃費タイヤや冬タイヤの販売が好

調に推移したほか、海外でも販売を伸ばしたこ

とにより、増収となりました。

　利益面では、主要原材料の価格が高値で推移

しましたが、販売価格の改定や販売数量・構成

の良化が寄与し、増益となりました。

国内市販用タイヤ
　夏タイヤでは低燃費性能と静粛性を兼ね備

えたダンロップブランドの新商品「LE MANS 

4（ル・マン フォー）」や「ENASAVE（エナセー

ブ）」シリーズ、グッドイヤーブランドの新商品 

「GT-Eco Stage（ジーティーエコステージ）」 

など、低燃費タイヤをはじめとする高付加価値

商品の拡販に努め、冬タイヤでは年初に降雪が

多かったことによる増販に加えて、年末の販売

も好調に推移したことにより、売上高は前期を

上回りました。

国内新車用タイヤ
　東日本大震災やタイの大洪水の影響で自動

車生産台数が前期を大幅に下回ったものの、低

燃費タイヤをはじめとする高付加価値商品の

拡販や原材料の相場価格に連動する売価決定

方式に基づいて販売価格を改定したことによ

り、売上高は前期を上回りました。

海外市販用タイヤ
　欧米地域での景気減速の影響があったもの

の、アジア、中南米、ロシアなどの新興諸国に

おいて販売を伸ばしたほか、欧州でも現地販社

が順調に販路を拡大したことにより、売上高は

前期を上回りました。

海外新車用タイヤ
　東日本大震災やタイの大洪水の影響により

海外でも自動車生産台数が一時的に減少しま

したが、中国を中心とした海外での自動車生産

の拡大に対応して販売数量を伸ばしたことに

より、売上高は前期を上回りました。

2012年12月期の見通し

　当期に冬タイヤの販売が好調であった国内

市販用タイヤの販売本数は前期並み、国内新

車・海外新車・海外市販用タイヤは増加を見込

んでおり、全体でも前期を上回ると予想してお

ります。国内市場では、低燃費タイヤのライン

アップをさらに充実させるべく、新商品を順次

投入してまいります。海外市場では、需要が旺

盛な新興国を中心に拡販を進めます。



2011年メーカー別国内出荷額
・ゴルフクラブ
・ゴルフボール
・硬式テニスラケット（他社と同額で首位）
・硬式テニスボール
（注） 2012年版スポーツ産業白書（矢野経済

研究所）の2011年見込みシェア

No.1
ダンロップスポーツ（株）と
物品使用契約を結ぶ
プロゴルファーの数
（注）2012年3月28日現在

24
234

カ国

名

世界
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Sports Business

•    2003年に住友ゴム工業（株）から分社したダン
ロップスポーツ（株）*が中心となり、ゴルフ用品
ではクラブやボールなどを、テニス用品ではラ
ケットやボールなどを製造・販売しています。

•    主力のゴルフ用品では、「XXIO（ゼクシオ）」
「SRIXON（スリクソン）」「Cleveland Golf（ク
リーブランドゴルフ）」の三つのブランドでグ
ローバルに展開しています。

•    ダンロップスポーツ（株）は、東京証券取引所市
場第一部に上場しています。

* 2012年5月、SRIスポーツ（株）はダンロップスポーツ（株）に社
名変更しました。

スポーツ事業

ゴルフ用品の主力ブランド
「ゼクシオ」は、日本、韓国、中
国などで多くのゴルファーか
ら支持をいただいています。
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売上高内訳

プロ・上級者向けとして生まれた「スリクソン」ブ
ランドのゴルフ用品は、国内外のツアープロに
愛用され、その勝利に貢献しています。

1979年に米国で誕生した「クリーブランド 
ゴルフ」。定評あるウエッジは米国で高いシェア
を有しています。

数多くの国内主要大会で使用されている硬式 
テニスボール

2010 2011 前期比

クラブ 298 273 -8%

ボール 129 119 -8%

シューズ・アクセサリー他 87 79 -9%

ゴルフ用品 514 470 -8%

テニス用品 65 61 -6%

ライセンス収入 4 4 -10%

スポーツ用品 582 535 -8%

その他 50 49 -3%

合計 632 584 -8%

（億円）前期比

 -7.7%
前期比

 -40.5%
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2011年12月期の業績

　当期のスポーツ事業の売上高は、前期比

7.7%減の583億65百万円となりました。

営業利益は同40.5%減の36億40百万円

となりました。

　東日本大震災に伴う国内のゴルフ・テニ

ス用品市況の落ち込みが大きく影響し、減

収減益となりました。

ゴルフ
　国内市場では、東日本大震災と年初の降

雪の影響でゴルフ場入場者数が前期を下

回ったことに加え、市場全体で消費が一時

的に大きく低迷しました。海外では、東南

アジアや中国市場は拡大が続いたものの、

韓国や欧州では消費マインドが減退傾向と

なり、総じて厳しい状況で推移しました。

　このようななか、国内においては、主力の

ゴルフクラブ「 ゼクシオ（6代目）」が 

堅調に推移しました。また、12月には7代

目となる「ゼクシオ セブン」を発売し、計画

を上回る販売量となるなど、好調なスター

トをきりました。ゴルフボールでも、石川遼

プロが使用する「スリクソンZ-STAR（ゼッ

トスター）」シリーズや、「ゼクシオ スーパー

XDプラス」の拡販に注力し、ゴルフボール

のシェアを伸ばしました。

　欧米市場においては、「クリーブランド

ゴルフ」のゴルフクラブや「スリクソン」

のゴルフボールで新商品を投入し、クリー

ブランド社による積極的な販売活動の効果

もあり、世界最大の米国市場でゴルフボー

ルの市場シェアを伸ばしました。

　しかしながら、東日本大震災による国内

のゴルフ用品市況の落ち込みや円高の影響

により、ゴルフ用品全体の売上高は前期を

下回りました。

テニス
　テニス用品では、硬式ラケットで「スリ

クソン」のラインアップを充実させるとと

もに、ダンロップブランドの「ネオマック

ス」シリーズを新たに投入しました。バボ

ラブランドでは「ピュアドライブ」シリー

ズの拡販を進めました。また、世界各国の

一流プレーヤーと用品の使用契約を結ぶこ

とで、ブランド価値の向上に努めました

が、テニス用品全体の売上高は前期を下回

りました。

2012年12月期の見通し

　景気の先行きが不透明であり、個人消費

も力強い伸びは望みにくい状況のなか、現

地現物の観点で市場ニーズを的確にとらえ

た商品を提供することで、各市場でのブラ

ンド価値の向上とシェアの拡大に努めてま

いります。



橋梁ケーブル用制振ダンパー
の国内シェア
（注）2012年1月、当社調べ

No.1
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Industrial and 
Other Products 

Business

産業品他事業

当社の高減衰ゴムテクノロジーにより生まれた住宅用制震
ダンパー「MIRAIE（ミライエ）」。地震の揺れを最大70%*
低減し、繰り返し発生する余震にも効果を発揮します。

*振動台実験の結果による

•    住友ゴム工業（株）のハイブリッド事業本部が
中心となり、プリンター・コピー機用精密ゴ
ム部品、制振ダンパー、スポーツ用人工芝、塗
り床、車椅子用可搬形スロープ、ゴム手袋、ガ
ス管、印刷用ブランケット、防舷材、止水ゴム、
医療用ゴム栓など生活用品から産業用資材ま
で多種多様な商品を提供しています。



プリンター・コピー機用精密ゴム部品
ミクロン単位の精度が要求されるプリン
ター・コピー機用精密ゴム部品。生産拠点を
国内、中国、ベトナムに置き、顧客の多様な
ニーズに対応しています。

医療用ゴム栓
徹底した品質管理のもと、安全・高品質な医
療用ゴム栓を提供しています。

ゴム手袋
ダンロップのゴム手袋は、家庭用から業務用ま
で充実したラインアップをそろえています。

スポーツ用人工芝「ハイブリッドターフ」
高い安全性とプレー性能を両立させた「ハイ
ブリッドターフ」は、全国の競技場から学校
施設まで豊富な導入実績を誇ります。2007 2008 2009 2010 2011
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 -0.2%
前期比

 -31.2%
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2011年12月期の業績

　当期の産業品他事業の売上高は、前期比

0.2%減の274億93百万円、営業利益は同

31.2%減の14億60百万円となりました。

　医療用ゴム栓は順調に販売を伸ばし、ゴ

ム手袋や建築用の床材なども好調に推移し

ましたが、主力のプリンター・コピー機用

精密ゴム部品は、東日本大震災やタイの大

洪水によるOA機器メーカーの減産や円高

の影響で前期を下回りました。

2012年12月期の見通し

　景気の先行きが不透明であり、厳しい事

業環境が続くものと見込まれます。このよ

うな環境のなか、成長が期待される医療用

ゴム栓では、需要の拡大に対応して生産能

力の増強を進め、安全で高品質な商品の供

給と拡販に努めます。また、独自の高減衰

ゴムを採用した住宅用制震ダンパー

「MIRAIE（ミライエ）」を新発売し、積極的

な販売を進めてまいります。


